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２００５年２月１日

東レ株式会社

タイにおけるエアバッグ用ナイロン６６糸の生産設備増設について

　東レ㈱はこの度、タイにおける合成繊維および樹脂・フィルムの製造・販売子会社であるタイ・トーレ・シンセティックス（ＴＴＳ）社において、エアバッグ用ナイロン６６糸の生産設備を年産約６,０００トン増設することを決定しました。

この設備は、２００６年の春からの稼働開始を目指し、既存設備と併せた生産能力は２倍増の年産約１２,０００トンとなります。

東レグループのエアバッグ事業は、原糸を日本の岡崎工場およびタイのＴＴＳ社にて生産しておりますが、今回の増設により、東レグループ全体としてのエアバッグ用原糸生産能力は、現行の年産約１４,０００トンから４割増の年産約２０,０００トンとなります。

世界全体のエアバッグの市場は年々拡大しており、原糸の需要量は２００３年から２０１０年にかけて年率８％の伸びが予想されます。また、安全意識の高まりから、カーテンエアバッグの装着率の増加など、自動車１台に対する装着部位も広がっております。

このような動きの中、タイは自工メーカーおよび自動車部品メーカーのアジアにおける生産拠点として位置付けられており、当社も原糸・織布の生産拠点として長年の歴史を持つことから、タイにおける生産を拡充することでタイ国内ばかりでなく、アセアン諸国や欧米、また今後最も拡大の期待できる中国での需要増に対応していきます。

また、世界展開を拡大する自工メーカーの動きに対応し、エアバッグ部品メーカーもグローバルな展開を進めており、原糸・基布メーカーにもグローバルな供給体制が求められています。

当社の基布展開については、既に稼働を開始したタイに加え、２００５年４月より中国でも稼働を開始します。また更には東レグループ世界各地の生産拠点を活用することで、将来的には年産約３０百万ｍ体制とし、原糸から基布まで一貫のグローバル生産体制を構築して参ります。

　東レは、中期経営課題“ＮＴ－Ⅱ”において、攻めの経営に転じるためのプロジェクトとして「海外事業の戦略的拡大」および「グローバルオペレーションの更なる強化」、並びに「ナンバーＯｎｅ事業の拡大」を進めております。今回の増設は、当社エアバッグ事業のグローバル展開を強化・拡大することによって、同事業を世界のナンバーＯｎｅ事業として構築するための戦略の一環となるものです。

　また、エアバッグ用原糸・基布は、“ＮＴ－Ⅱ”にて拡大を進めている「先端材料」の一つであり、東レは今後も、保有する先端技術の深耕と強化を梃子に、先端材料事業群を拡大していく所存です。

以　上

＜本件に関するお問い合わせ先＞

　東レ㈱　広報室
（大阪）０６－７６８８－３０８５




（東京）０３－３２４５－５１７９

＜ご参考：ＴＴＳ社の概要＞

1． 会社名：タイ・トーレ・シンセティックス社
Thai Toray Synthetics Co., Ltd. (ＴＴＳ)

2． 事業内容：(1)ナイロン・ポリエステル長繊維の製造・販売
　(2)ナイロン・ＰＢＴ樹脂コンパウンドの製造・販売

　(3)蒸着フィルム・ＣＰＰ（無延伸ポリプロピレン）フィルムの製造・販売

3． 設立：１９９１年４月
　　　　　　　３社（旧ＴＮＴ・ＴＦＬ・３ＴＰ）統合／社名変更２００３年１０月

4． 本社：タイ国バンコク市
5． 資本金：２,３７８百万バーツ（６,４４５百万円）
6． 出資比率：東レ 65.3％、ラッキーテックス 21.3％、MITSIAM 10.8％、その他 2.6％
7． 社長：横山　恒郎
以　上






